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病 院 の 理 念 

病院の基本方針 

・信頼される医療を持続的に提供します。 

・自治体病院としての役割と責任を担います。 

・経営の健全化と効率化に努めます。 

おもいやりの心がかよう病院 

市立室蘭総合病院 広報誌 

くじらんネット 

　臨床検査は大きく分類すると、患者さんから採取した血液、尿、便、腹水などの体液や組織、

細胞を用いて調べる検体検査（血液、生化学、一般、細菌、輸血、病理）と、患者さんから直接、

電位変化(心電図や脳波)や超音波により画像情報(超音波検査)を捉える生理機能検査があります。

これら臨床検査なしでは診断や治療を論ずることはできないほど重要なものとなっています。病

気の診断、治療計画、治療効果判定には、臨床検査デ－タを参考に総合的に判断されますが、臨

床検査科はこういった検査を専門的に扱う部署として、臨床検査技師が業務にあたっており、外

来の採血業務にも携わっています。臨床検査には多くの分野がありますが、それぞれに学会認定

資格を取得した技師が多数おり、より専門的な知識や技術レベルの向上に努めています。

　近年の医療技術の進歩には目覚ましいものがありますが、臨床検査も例外ではありません。か

つて大変な手間と時間をかけて分析していた検査が、新しい分析技術や装置の登場によって短時

間で正確に結果が得られるようになりました。診察の前に採血や採尿を済ませて、その結果に基

づいて診察を行う「診察前検査」が可能となり、これによって診断はもとより、治療に対する効

果判定や副作用の監視が素早く行えるなど、より最適な医療の提供が可能になりました。このよ

うに臨床検査は長足の進歩を遂げていますが、正しい結果を得るためには、血液などの検査材料

の取り扱いや処理、検査試薬の調整、検査機器の管理、分析結果の評価などを適切に行う必要が

あり、臨床検査の専門家である臨床検査技師のチェックによってその「正確性」と「妥当性」は

担保されます。当院は、臨床検査データの信頼性が十分保証された「精度保証施設」として認証

されています

　私たち臨床検査科では「検査の質の向上を目指すとともに、迅速・正確なデータを提供し、安

心・信頼される診療支援体制を確立します」の理念を掲げ、２４時間体制で努力していますが、

患者さんの検査に対するご理解も不可欠となりますのでご協力をよろしくお願い申し上げます。

市立室蘭総合病院　臨床検査科副部長

河原林　治 朗
かわら ばやし　    じ    ろう

臨床検査について
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シリーズ 健康講座

《 泌尿器科  》

シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座
第28回 

市立室蘭総合病院
副院長（泌尿器科部長）宮　尾　則　臣

みや　　　 お　　　のり　　　おみ

尿路結石について

　最近尿路結石は増加していて、一年間に腎結石、尿管結

石になった人の割合は２００５年の調査では１９９５年の

１.６倍、１９６５年の約３倍にもなっています。さらに日

本人が一生の間に尿路結石になる割合は男性で７人に一人、女性で１５人に一人

で、尿路結石は決して珍しい病気ではありません。

　結石ができる（発見される）尿路は、腎、尿管、膀胱、尿道ですが、これらの

うち、強い痛みを感じるのは、尿管にある結石です。大きい石ほど痛いと思われ

るかもしれませんが、小さい結石の方が痛みを強く感じることが多いようです。

強い痛み以外の症状としては、背中の重苦しい感じ、血尿なども尿管結石を診断

するきっかけになります。尿管結石のために腎臓で作られた尿が膀胱まで運ばれ

ず、そこで感染が起きることで急性腎盂腎炎や、重症の場合は敗血症で発見され

ることもあります。

　尿路結石の治療は大きく変化しています。腎結石、尿管結石を中心に当院で行

っている治療方法を紹介します。かつてはお腹を切開して結石を取り除く方法

（開腹手術）が行われていましたが、体外衝撃波結石破砕装置が開発されて、お

腹を切開することなく結石を体の中で砕く治療が可能となりました（体外衝撃波

尿路結石破砕術）。当院でも２００１年１０月にこの装置を導入して、尿管結石、

腎結石に対する治療が著しく変わりました。もう一つの変化は、より細い内視鏡

を用いて、尿管や腎の中の結石をレーザーで砕き、破片も取り除く治療（経尿道

的尿路結石破砕術）ができるようになったことです。内視鏡による結石破砕術は

以前から行われていましたが、内視鏡が細くなったことだけではなく、曲がる内

視鏡（軟性尿管鏡）やデジタル画像でより鮮明に尿管や腎臓の中をくまなく観察

することが可能となりました。結石を砕くレーザー発生装置や、内視鏡と同時に

使用する道具も進歩したことで、より安全確実に結石を取り除くことが可能とな

ってきました。また、体外衝撃波尿路結石破砕術と経尿道的尿路結石破砕術を組

みあわせることで、尿管結石、腎結石をより一層安全確実に取り除くことが可能

となっています。
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近頃のジェネリック医薬品
《薬局からのお知らせ》

市立室蘭総合病院
薬局長 上　田　　　薫

うえ　　　だ　　　　　　　　かおる

　当院では、１年程前から多くの薬をジェネリック医薬品に変更
してきました。
　今ではほとんどの方に、少なくても一つはジェネリック医薬品
が処方されていると思います。そこで、今回は最近のジェネリッ
ク医薬品のお話をさせていただきます。
　ジェネリック医薬品は、特許が切れた先発品（新薬）と有効成分は同じですが、価格の
安い薬です。以前はジェネリック医薬品の使用は、患者さんの薬代を安くするというのが
大きな目的でした。しかし、最近ではジェネリック医薬品に変えても、支払うお金はそれ
ほど安くなっていないとも聞きます。それは、ジェネリック医薬品に変更することで薬価
は安くなるのですが、調剤体制加算が付くために、結果として自己負担分がそれほど安く
ならないからです。
　それでも、なぜジェネリック医薬品を勧めるのでしょうか？その理由の一つに、国の医
療費を抑制するためということがあります。平成26年度の国民医療費は予算ベースで約
43兆円、うち医薬品費は約10兆円と見積られており、国は今後、ジェネリック医薬品の
使用拡大によって約1.3兆円の医薬品費削減が可能としているのが大きな理由です。自己
負担分はそれ程変わらなくても、国や健康保険が支払う薬剤費全体では大きな削減になる
からです。
　さらに、最近のジェネリック医薬品はただ安いだけではありません。新しい技術の導入
によって、味が良くなって服用しやすい、錠剤に薬品名が書かれていて分かりやすい、な
どの改良がされているのも特徴です。
　ジェネリック医薬品を上手に活用するためには、まず、お試しで使ってみることをお勧
めします。それは、有効成分が同じといっても、今までの先発品と全く同じ効果があると
は言えないからです。薬を錠剤などに加工する段階で使用する添加物が違うものもありま
す。そのために先発品では問題が無かったけれど、ジェネリック医薬品に変えたらアレル
ギー症状が出たり、効果が違うということもあります。もし、自分に合わないと思ったら、
いつでも元の薬に戻すことができますので、分からないことや不安なことがありましたら、
遠慮なく薬剤師にお尋ねください。



看護局紹介

　耳鼻いんこう科外来では、文字通り耳、鼻、喉の診察をしてい

ます。めまいで来院される方もたくさんいらっしゃいます。１日

３０人前後の予約患者さんと２０人前後の予約外（一般）の患者さんの診察を

行っています。

　７月より医師１名体制となり電話での予約が取れなくなりました。また、一

般の患者さんの診察も予約患者さん終了後となっています。お待ちいただく時

間も長くなりご迷惑をおかけしています。

　医師１名、医療補助員１名、医療事務員１名と看護師は２階外来の

リリーフ体制となり診療時は２～３名の看護師が担当しています。

　スタッフ一同、円滑な外来診療ができるよう日々頑張っています。今後

も笑顔を絶やさず皆さんと接していきたいと思います。何かありましたらお気

軽に声をお掛けください。耳鼻いんこう科外来をよろしくお願いします。

耳鼻いんこう科外来スタッフ

こんにちは、
耳鼻いんこう科
外来です
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看護局紹介

　形成外科とは、あまり聞きなれないかもしれませんが、主に体の皮膚表面に

ある病気の治療をする診療科です。外傷(切り傷、擦り傷などの怪我、熱傷、

顔面の骨折)、外傷・手術後の傷跡、腫瘍(皮膚のできもの)、陥入爪(深爪してく

い込む)を切って治したいなど、外科的処置を多く行う科です。患者さんの対

象年齢は、子供から大人までと幅広く、処置に痛みを伴う事もあります。その

ため、患者さんが安心、安全に受診できるよう、また処置に対する不安が少し

でも軽減できるように努めています。

　診療日は、月・水・木・金の午前中で、形成外科に受診歴がある方は予約が

可能です。休診日は火曜日です。常勤医師が一人のため、病状によっては他院

へ紹介する場合があります。スタッフ一同、いつも笑顔で患者さんと接し、円

滑な外来診療ができるよう心がけています。何か心配な

症状がありましたら、お気軽にスタッフに声をお掛けく

ださい。

形成外科外来スタッフ

こんにちは、
形成外科外来

です
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市立室蘭総合病院 広報委員会 

〒

室蘭市山手町3丁目8番1号 
事務局総務課 
（ ） （ ）

 

　医療は、患者の皆様と医療従事者との相互の信頼と協力とによって実践されます。　両者は、単なる契約関
係やパターナリズム（親権主義）にあるのではなく , お互いの信頼感に支えられている「良いパートナーの関係」
にあることが最も望ましいと考えております。　この考えのもとに市立室蘭総合病院は、患者の皆様の権利と
意思とを尊重して、患者・家族の皆様も一緒に治療に参加できるような最善の医療の提供に努めております。

皆様の権利
１．ご自身にとっての最善の医療を受けることができます。
２．ご自身の病気の診断・病状・治療方針などについて、分かりやすい言葉や方法での納得できる説明と的
確な情報を受けることができます。

３．ご自身（あるいは家族）の意思で治療方法が選択し決定できますし、また他の病院の意見を求めることも、
臨床研究中の新しい治療に関する情報の提供を受け、これに参加することもできます。

４．ご自身のプライバシーが守られ、診療明細書の提示や自身の診療記録の開示を求めることも、また知り
たくない情報を拒否することもできます。

皆様の責務
５．ご自身の人格・人生観・価値観・宗教観・趣味趣向などは尊重されますが、診療・治療上の必要な指示
や助言はお守りください。

６．通院・入院中は院内規則を守り、迷惑行為を慎んでください。
７．受けた医療に対しての医療費（自己負担分）は必ずお支払ください。（責務を守って頂けない場合は、
当院での医療提供が継続できないこともあります。）

患者・家族の皆様の権利とお願い

患者の皆様の権利と責務

　参加形態はさまざまでしたが、多

くの職員と協力し、今年もリレー・

フォー・ライフ・ジャパン2015室蘭

に参加しました。

　当日は、残念ながら薄曇りの中で

のスタートでしたが、がんに対する

様々な思いを、たすきに込め、チー

ム一丸となり朝まで頑張りました。

　リレー・フォー・ライフはがん患

者さんや家族に「勇気や希望を与える場」と言われています。院内での「緩和ケア

チーム」の存在や「がんサロンひまわりの会」を始めとした様々な活動を通して、少

しでもそれに近づけるよう今後も努力してまいります。

　参加形態はさまざまでしたが、多

くの職員と協力し、今年もリレー・

フォー・ライフ・ジャパン2015室蘭

に参加しました。

　当日は、残念ながら薄曇りの中で

のスタートでしたが、がんに対する

様々な思いを、たすきに込め、チー

ム一丸となり朝まで頑張りました。

　リレー・フォー・ライフはがん患

者さんや家族に「勇気や希望を与える場」と言われています。院内での「緩和ケア

チーム」の存在や「がんサロンひまわりの会」を始めとした様々な活動を通して、少

しでもそれに近づけるよう今後も努力してまいります。
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新任医師のご紹介

麻酔科医長

桶谷 章夫 医師
おけ たに    あき   お

耳鼻いんこう科科長

小泉 純一 医師
こ  いずみ じゅんいち

眼科医員

丸茂 弥生 医師
まる　も　　やよい

７月に
着任
しました

10月に
着任
しました


